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９． お わ り に
　今回の検討から、成島系窯業は19世紀の第
二四半期を境に「桔梗台」を導入している可
能性が高いことがわかった。この変化は、生
産品の形態変化を引き起こした可能性も高く、
今後の検討課題となる。
　成島系窯業は安定した大量生産の指向から
桔梗台を導入し、原料倹約・生産工程の単純
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化・事故品の減少を実現したと考える。また、
その有効性は受注生産品の輸送にまで及んで
いた可能性が考えられる。
　これは、差し迫る消費地の大量需要に対す
る生産者の選択であったと考える。大量の製
品を安定して生産し、消費地に能率的に送り
込むという意識が、この窯道具の変換から読
み取れるのではないだろうか。
　この意識は、「桔梗台」を使用した東北の諸
窯に共通して存在していると考えられる。ま
た図１で示したように、全国的に窯場が増加
する時期の現象であることから、当時の窯業
が日本全域で大量生産と能率化を指向して
いった可能性も考えられる。
　このような意識は、陶磁器生産に限るもの
ではないことが推察できる。今後は他産業と
の比較なども含め、近世後期の産業に発生し
た生産指向の復元を目指したいと考えている。
　また、成島系窯業と東北諸窯との窯道具の
比較によって、開窯当時の技術が、文書や伝
承にあるように相馬焼にあったことを実証で
きる可能性がでてきた。18世紀後葉の大堀相
馬焼でみられる窯道具が深山焼に類似するこ
とが確認できたことは、大きな成果であった。
結論は今後の深山焼窯跡の遺物調査の結果に
譲りたい。
　最後に、本稿を執筆するにあたり、岩田浩
太郎先生、金田利之さん、今田恵さん、坂井
正人先生、鈴木和也さん、水野哲さん、平吹
利数先生、吉田歓先生から貴重なご助言をい
ただきました。ありがとうございました。特
に吉田歓先生からは、論旨を修正する必要が
でるほどの鋭いご指摘をいただきました。あ
りがとうございました。
　竹国国基コレクションの実見の際には、佐
藤裕子さんのご協力をいただきました。
未報告の資料を利用させていただくことを許
可してくださった白鷹町教育委員会、並びに、
担当者の鈴木秀昭さんには大変お世話になり
ました、感謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１ 大橋康二『肥前陶磁』（ニューサイエンス社、
1989年10月）
 大橋康二『世界をリードした磁器窯肥前窯』
（新泉社、2004年４月）
 大橋康二『古伊万里の文様初期肥前磁器を中
心に』（理工学社、1994年５月）
 大橋康二『将軍と鍋島・柿右衛門』（雄山閣、
2007年９月）
２ 藤沢良裕「本業焼の研究敢」『研究紀要Ⅴ』
（瀬戸市歴史民俗資料館、1987年）
 藤沢良裕「本業焼の研究柑─赤津村・上水野
村を中心に─」『研究紀要Ⅵ』（瀬戸市歴史民俗
資料館、1988年）
 藤沢良裕「本業焼の研究桓─下品野村・下半
田川村を中心に─」『研究紀要Ⅶ』（瀬戸市歴史
民俗資料館、1989年）
 藤沢良裕「近世瀬戸焼の生産と流通」『瀬戸
市史陶磁史篇六』（瀬戸市、1998年）
 藤沢良裕「近世瀬戸磁器編年の再検討」『楢
崎彰一先生古希記念論文集』（真陽社、1998年）
３ 高橋拓「山形県米沢市成島の近世窯跡の研究
─表土採取陶片の分析から─」（『米沢史学』、
2008年10月）において報告
４ 高橋拓「山形県南陽市宮内の近世窯業につい
て─菖蒲沢焼製品の調査報告と検討─」（『さあ
べい』第24号、2008年５月）において報告
５ 高橋拓「山形県白鷹町十王の近世窯跡の研究
─瀬戸山窯跡の製品の調査と検討敢─」（『山形
考古』、2008年10月） において一部を除いて報告
６ 金田章「深山古窯跡」『白鷹町史上巻』（白鷹
町、1977年２月）328頁
７ 服部郁「近世瀬戸窯と京焼・信楽焼」『シン
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ポジウム「信楽焼と京焼」』（信楽町教育委員
会、）22頁
８ 関根達人「相馬藩における近世窯業生産の展
開」（『東北大学埋蔵文化財調査年報10』、1998
年）72頁
９ 池田史郎編『佐良1993年３月山代官日記覚
書』（金華堂、1966年７月）
10 水野哲他『戸長里窯跡』（まんぎり会、1986
年３月）
 福島市振興公社『岸窯跡─近世窯跡の調査
─』（福島市教育委員会、1998年３月）
11 伊藤正義「東北の陶磁史」『東北の陶磁史』
（福島県立博物館、1990年１月）23頁
12 国立歴史民俗博物館『国立歴史民俗博物館研
究報告73集近世窯業遺跡データ』（1997年）
 図１は上記資料を使用して、近世の窯場の開
窯数と閉窯数を分析した。１/３世紀ごとに分
類可能なデータのみを抽出してグラフ化して
いる。市場で需要が上昇すれば製品を供給する
ために窯場が開窯し、需要が低下すれば窯場は
閉窯する、という原則が成立するならば、二本
のグラフの差が社会における陶磁器の需要と
捉えることができる。
 本来は、ある窯場の開・閉両時期を確定した
上で、ある時期に機能していた窯場数を数える
べきであるが、両時期がわかる窯場は少ない。
片方しかわからない窯場も分析対象とした方
がデータ数増加することから、この方法をとっ
た。
 「開窯・閉窯」という語句は、一個の窯では
なく、窯場全体の機能の開始と停止を意味する。
 国立歴史民俗博物館の報告書には、千葉県と
神奈川県のデータがなかったことから、関東の
数値が本来より低くあらわれている。また、同
報告書は「近世の窯跡」のデータのみを集成し
ているので明治以降のデータがない。このため、
19世紀後葉の急激な数値の低下は事実を反映
したものではない。
 また、各行政ブロックごとのグラフは、下記
論文に提示している。
 高橋拓「山形県米沢市成島の近世窯業の研
究」（『米沢史学』第24号、2008年10月）35頁
13 高橋拓「山形県白鷹町十王の近世窯跡の研究
─瀬戸山窯跡の製品の調査と検討敢─」「５．
おわりに」において窯道具の変化に言及。
14 板垣英夫「山形県の近世の焼き物の特集にあ
たって」（『羽陽文化』第147号、2002年12月）４
頁
15 相浦弥税秀興著『鶴城叢談』（嘉永二年）
 山形県『山形県史』資料編四鶴城叢談（上）
（1960年１月）691頁に翻刻
 本書は後年の随筆的記述であるため、記載内
容を全面的に信用することはできない。
16 田中匡兵「県内陶業巡り１」（『羽陽文化』第
二十八号、1995年10月）24～25頁
 随筆的著作である『鶴城叢談』に官園焼の存
在が示唆されているが、一次資料である上杉文
書、奥村久四郎の『勤書』から、この記載が誤
りの可能性は高いと考える。論文において、田
中は官園焼を御用窯と仮定した上でその存在
意義を推測しており、宮園焼という窯場が存在
していた確証を得ていない。
17 上杉文書「相良清左衛門の天明五年勤書」『マ
イクロフィルム版上杉文書』（市立米沢図書館、
1969年）リール154～155
18 小野榮「成島焼」（『羽陽文化』第147号、2002
年12月）16頁
 骨董屋業界に伝わる話である。現在のところ
館ノ下焼の窯跡資料がなく、検討は不可能であ
る。
19 上杉文書『樹畜建議並衆評』（寛政四年）山
形県『山形県史』資料編四鶴城叢談（下）（1960
年12月）761頁に翻刻
20 高橋賢治「成島焼の新事実」（『羽陽文化』第
四十八号、1961年10月）11頁
21 上杉文書「上村丈助の文化14年勤書」『マイ
クロフィルム版上杉文書』（市立米沢図書館、
1969年）リール150～153
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22 宮内文化史研究会『宮内焼の文化財』（宮内
文化史研究会、1965年）50頁
23 高橋拓「山形県南陽市宮内の近世窯業につい
て─菖蒲沢焼製品の調査報告と検討─」（『さあ
べい』第24号、2008年５月）63～64頁
24 奥村幸雄「瀬戸山物語─十王焼の話─」（『羽
陽文化』第147号、2002年12月）19頁
25 奥村幸雄「瀬戸山物語─十王焼の話─」（『羽
陽文化』第147号、2002年12月）19～20頁
　戸主松本五兵衛の旧十王焼戸籍簿、柴田家過去
帳を調査している。
26 平吹利数『十王焼窯跡発掘調査』（白鷹町教
育委員会、1983年）　
 平吹利数『十王焼窯跡発掘中間調査（略報）』
（白鷹町教育委員会、1982年）
 ともに庁舎内で使用した報告書類である。
27 金田章「深山古窯跡」『白鷹町史上巻』（白鷹
町、1977年２月）328頁
28 平吹利数『十王焼窯跡発掘調査』（白鷹町教
育委員会、1983年）　
 平吹利数『十王焼窯跡発掘中間調査（略報）』
（白鷹町教育委員会、1982年）
29 高橋拓「山形県米沢市成島の近世窯跡の研究
─表土採取陶片の分析から─」（『米沢史学』、
2008年10月）
 高橋拓「山形県南陽市宮内の近世窯業につい
て─菖蒲沢焼製品の調査報告と検討─」（『さあ
べい』第24号、2008年５月）
 高橋拓「山形県白鷹町十王の近世窯跡の研究
─瀬戸山窯跡の製品の調査と検討敢─」（『山形
考古』、2008年10月）
30 梅津宮雄『米沢の郷土玩具』（梅津宮雄1975
年）72頁　附表第一参照
31 東北歴史資料館『仙台・堤のやきもの』（（財）
宮城県文化財保護協会、1995年９月）５頁
 （財） 郡山市埋蔵文化財発掘調査事業団『後藤
焼窯跡─第１・２次調査報告』（福島県天栄村
教育委員会、2002年３月）113頁
32 高橋拓「山形県南陽市宮内の近世窯業につい
て─菖蒲沢焼製品の調査報告と検討─」（『さあ
べい』第24号、2008年５月）66頁
33 平吹利数『十王焼窯跡発掘調査』（白鷹町教
育委員会、1983年）本稿は白鷹町役場内の報
告に使用されたものであり、発刊された報告書
ではない。
34 会津本郷焼資料館年表。会津本郷の酸化コバ
ルト使用の開始は明治12年とされる。
35 浪江町教育委員会『大堀長井屋窯跡』（福島
県浪江町教育委員会、1989年３月）
36 大熊町史編纂委員会『近世・山神窯跡の研究
─福島県大熊町野上地内に所在する相馬・大堀
焼系窯跡の調査─』（大熊町、1982年３月）63
頁
37 関根達人「相馬藩における近世窯業生産の展
開」（『東北大学埋蔵文化財調査年報10』、1998
年）81頁
38 浪江市教育委員会『大堀・長井屋窯跡』（福
島県浪江町教育委員会、1989年３月）図版49
39 浪江市教育委員会『大堀・長井屋窯跡』（福
島県浪江町教育委員会、1989年３月）37～38
頁
40 関根達人「相馬藩における近世窯業生産の展
開」（『東北大学埋蔵文化財調査年報10』、1998
年）81頁
41 会津若松市「会津のやきもの　須恵器から陶
磁器まで」（『会津若松市史14文化編１陶磁器』
会津若松市、2000年３月）64頁
42 現在、白鷹町深山に所在する「伝統工芸の里」
で製陶している金田利之さんから、修業してい
た益子で聞いた話を教えていただいた。
43 吉岡康暢『陶磁器の世界』（山川出版社、2001
年８月）75頁
44 これは、「鳴洲焼」を行う水野氏の経験談に
よる。水野氏は地元の土を利用して製陶を行っ
ているが、置賜の粘土はクリストバライトを多
量含むものが多く、この粘土を使用した製品は
焼成後割れてしまう。そのため、クリストバラ
イトを含まない、製陶に向いた粘土を探す必要
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があるという。
45 山形県埋蔵文化財センタ 『ー山形城三の丸跡
発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財センター
報告書第142集2005年３月）27頁第24図
46 山形市教育委員会『観音堂遺跡』（山形市埋
蔵文化財調査報告書第20集2004年３月）33頁
第20図
47 山形県埋蔵文化財センター『三条遺跡第２・
３次発掘調査報告書』（山形県埋蔵文化財セン
ター報告書2001年10月）364頁第328図
48 山形県埋蔵文化財センタ 『ー鶴ヶ岡城跡』（山
形県埋蔵文化財センター報告書第99集2002年
３月）179頁第105図
49 瀬戸市歴史民俗資料館「瀬戸の荷造り」『瀬
戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅸ』（1990年３
月）
50 石垣義則『平清水地区の近代窯業について』
（東北芸術工科大学卒業論文、2004年）19頁
51 山形市十日町に所在する、万延元年開店の石
材店、㈱石駒の協力を得て、墓碑から年代がわ
かる骨壷を回収した際、調査させてもらってい
る。今後も調査を継続し、原稿化するつもりで
ある。
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